






















双方の領域において確たる地歩を築いておられます。2010 年から 2014 年にか
けては日本通訳翻訳学会の会長を務められましたし，2011 年度から 2016 年度
は神戸市外国語大学理事長・学長として活躍されました。先生が本学に来られ
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 自分にないものを目の当たりにしたとき，人はただただ感じ入ってしまうも
ので，私にはその最初の学科会議のことが今も鮮明に残っております。私にと
って船山先生とは，信念と記憶の人なのです（信念に関するエピソードについ
ては，またの機会に）。幼い頃からの健忘症がこうじて様々な失敗を続けている
私にとっては，それはそれは衝撃的な出来事でした。 
 
 その記憶力抜群の船山先生が，神戸市板宿の居酒屋で豪快にお飲みになった
結果，終電の頃合いを豪快に失念され，なんとか行き着いた阪急西宮北口から
大阪は箕面のご自宅まで，タクシーでご帰還あそばされたことがございます。
なんでも当該タクシーの運転手の営業成績に大きな貢献をされ，いたく感謝さ
れたとか。そういう失敗談をお聞きしますと，少しほっとします。 
 
 もちろん，先生の足跡については私たちの記憶から離れることはないでしょ
う。ずっと記憶にとどめおくことになろうかと。 
 先生，長いあいだお世話になり，ありがとうございました。 
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